
【取組内容②】 情報活用能力の育成

田辺市立稲成小学校（和歌山県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

情報活用能力を育成するために、様々な教科で、学習過程を繰り返し意識して授業を行う
ようにしました。

どの学年でも学習過程を意識できるように、板書用の掲示物を統一し、教師も児童も意識
するようにしました。【資料１】

掲示物は、めあて・情報収集・整理分析・まとめ表現・振り返りを板書に掲示し、学習の
流れが一目で分かるように工夫しました。

資料１：掲示物を活用した板書
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また、授業の初めに学習過程
を提示するようにしています。

５年生算数では、単元計画を
提示しています。【資料２】

４年生国語では、毎授業の学
習の流れを提示しています。
【資料３】

それぞれの教科で工夫した学
習の過程を作成し、提示するよ
うにしています。

提示することで、見通しが持
て、児童が自分から学習に取り
組もうとする姿が見られるよう
になりました。
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